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1．は じめに

　ある基準となる照明光源を考え ， それを基準としたとき，

他の照明光源が物体色の見えに及ぼす影響を演色と呼び，
また光源に固有な演色にっ い て の 特性を演色性と呼ぷ 演
色性は ，色 の 見 え の 纐 が 高 い ほ ど良い が，多数の演色

性を比較 する際に何 らか の 定量的な評価方法が必要にな

る．演色評価方法として代表的なもの と して は CIEの 演色

評価数が挙げられるが，これは色差を用い た色再現性に着

目し評価しており，たとえ評価が悪かっ たとして も色の見
えが著しく変化してい ると｝泌 ず しも言えない とい っ た

問題が生 じて い る．その 改善策として 実際に人が色名判断

する際に最も重要だと思われる色 名 （カテ ゴ リカ ル カ ラ
ー）に注 目したカテ ゴ リカル評価方法の提案もなされた．

しかし， 色名のみに注目したの で は光源の変化による色味
の 細かな変化をみる ことはで きない ．よっ て ， 色名応答実

験に加えて，色味を応答する実験 （エ レ メン タル カラース

ケーリン グ法）を行い
， 色の 見えの 変化を追加するこ とに

より，よ り良い 評価方法の 考案が可能で はない か と考える．
また，エ レ メン タル 色知覚は反対色過程に対応し，カ テ ゴ

リカル 色知覚はより高次 レベ ル に対応する と考えられ 両

者の 関係を定量的に解析するこ とは色覚メカニ ズム の 観

点か らも興味深い ．した がっ て ， 本研究で はエ レ メ ン タル

色知覚とカ テ ゴ リカル カラ
ー

の 関係性を明らか にするこ

とを目的とする．

墨
2 − 1 ．カテ ゴ リカル カ ラ

ーネー
ミング法

　被験者が呈示 された色票 の色の 見えを所 定の 色名か ら

最も適切だ と思うもの を選択す る方法 で ある．本研究で は ，

赤 ・ 桃 ・ 橙 ・黄 ・緑 ・青 ・紫 ・茶 ・臼 ・黒 ・灰 の ll色名

を用い る．色を表す表現は ， 文化 ・人種 に関わ らずこの ll

の カテ ゴ リカル カラ
ー

の概念に分類で きるこ とが Bertinと

Kay1）
によっ て挺案されて い る．

2 − 2 ．エ レ メ ン タル カ ラ
ース ケ

ー
リング法

　 NCS 表色系の概念により色の 見えを色の構成要素で 評

価する 方法で ある．NCS 表色系で は心理的な比率尺度を用
い て 人間の知覚量を表す こ とを目的として い る．色の見え

［二 7
．
　　　　　　　　　　　 4

を w 伯 味），s （黒味），　 c （色味）の 比率で評価し， さら

に c をR （赤味），G （緑味），
　r 〔黄味），　B （青味）の比率

に分割して評価する．ただしその際 Hkng の反対色説に

基づ き ， R とG は反対色の ため同時に知覚されることはな

く，また Y と B も同様で あるとする．この概念により，色

票 の 色の 見えを w ， s，
　 c が

　 　 　 　w 十 5 十 c ＃ 10
となるように評価する．そ の 後，c を構成する基本色の R ，
G ， r，

　B が

　 　 　 　R ＋G ＋ y ＋ β＝10
となるよ うに c をR

， G ，
　Y，

　B の 比率に分割 して評価する．
実際にに R ， G，　 Y，　B の合計は c と等しい その ため最
終的には R ， G ，

　r，
　B の合計が c の 値と等し くなるように ，

それぞれ に c の割合を掛け合わせ る．掛け合わせた もの を
r，g，　y，　 b とすると

　　　　c
＝

r ＋9 ＋y ＋b

　　　　w ＋ s＋ r ＋9 ＋ア＋ b ＝ 10
となる，

本研究で は ， この w ， s，　r，　g，　y，　b をエ レ メ ン タル 値と表

記 し， 用 い る．

．1．＝．1．，．；llli11｛leli
　暗室の ブー

ス にお い て ， 光源の 直下に色票観察用の ステ

ージが設置されて ある．この ス テージ上に約 1ぴ 視野の マ

ン セ ル N5 相当の灰色背景の紙が敷かれてお り， その 中央

に約 2
°

視野の色票が設置されるようになっ てい る．光源
に ｝よ D65 近似蛍光ラン プ （色温度 5800K ）と 3種類の 白

色 LED （色温度 2800K
，
5100K 　 7500K）を用い た．照度

は色票が呈示される部分で SOOixとした．また，色票は 292
枚の マ ン セ ル 色票を用い た．この 色票 292枚の試行を1 セ

ッ シ ョ ン とした．被験者 3 人に対して，1つ の 光源につ き，
カテ ゴ リカル を3 セ ッ シ ョ ン，エ レ メ ン タル を 2セ ッ シ ョ

ン行 っ た．

w a
　カテ ゴ リカ ル カラ

ーネー
ミン グ法でぽ 各色票に対して

計 9の色名の 応答が得られ る．こ の 内，7応答同じ色名だ
っ た場合にその 色名に決定する．エ レ メ ンタル カラ

ー
ス ケ
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N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　第 3］巻　SUPPLEMENT 　（2007 ） 一

一リン グ法で は ， 3人による計 6セ ッ シ ョ ンの要素値の 平

均をとっ た．カテ ゴ リカル カラーネーミン グ法によっ て決

定された色名数を色名カテ ゴ リ毎に示すど恥ble．1 となる．

馳 ble，1 色名が決定した色票数

赤 桃 橙 黄 緑 青

27403147190156

索 茶 白 黒 灰

135109 重0511

白， 黒 ， 灰 の 無彩色色名は他の 色名 に比 べ てデータ

数が少ない こ とがわかる．妥当性 の ある解析結果を

導 き出すにはデータサン プ ル が少ない と判断し，以

下 の 解析では こ の 3 色を除く有彩色 8 色名を用い る

もの とす る．両実験方法によ り各色票に対して光源別

に色名と要素値力縣尋られる （刪 e．2）．

Tal）le．2 色名と色要素値の結果の例

　 2 ）それ ぞれ の 色名にお い て選び 出された色票 の

　　　近似直線（破線）を引く．

　 3 ） 2 本の 近似直線の 角 の 二 等分 線を求め ， そ の

　　　直線（実線）を境界線とする．

ただ し ， 選 び 出す 2 色名は 互 い に 隣 り合 っ て い る も

の と し，間に他 の 色名を挟まない もの とする．

　これに よ り，赤と桃の境界は

　 　 a ＝1，146 ・t　− 　4．426

と定ま る．赤 は桃 の 他にも，橙，紫，茶 とも隣 り合

っ て い る．こ れ らに つ い て も同様に境界を求める と，

色名
“

赤
”

の領域は以下の よ うに定 まる．

a 　≦　1．146・t　− 　4．426　　　朝匕

a 　≦　− 1．225 ・d　十　2．542　　　橙

d ≧
− O．355 ・

’ ＋ 0．912 紫

t　≧　3．417　　　茶

色票

5R　4／12

色名

赤

白 味

1，17

黒 味

1

赤味

7．55

緑 味

0

黄味

0．17

青 味

O．12

次に ， この 結果 の 白味か ら黒味を引い たもの を白1黒
味 とす る．同様に赤！緑味，黄1青味も求める （［lhble．3）．

Table．3　色名と色要素値の 例

赤／緑味 黄／青味

これ らは空間にお ける平面 の 方程式 とな っ てお り ，

赤の 領域は 4 つ の 平面で 決定され る こ と となる （Fig3
〜Fig．5）．また，他の 色名にっ い て も同様 に領域が決

定 され る．

色票

5R　4／12

色名

赤

白／黒味

O．177 ．550 ．05

a （白！黒味）， t （赤緑 味），　 d （黄1青味）の 要素を軸

とした エ レ メ ン タル 空 間に色名 をプ ロ ッ トする．こ

の 空間にお い て ， 各色名 の 領域を決定す る．こ こ で
，

解析を しやす くするため に，Fig．1 の よ うに 2 次元平

面を考え解析を行 う．こ の 平面に お い て ，隣り合 っ

た 色名 の境界線 を求め る こ と に よ り 各色名領域を決

定する （Fig．2）．
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Fig．1 エ レ メ ン タ ル 値に
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．5 赤の 領域（橙との 境界）

Fig．2 赤と桃の 境界

境界線 の決定の仕方は，

　 1 ） 2 色名の 各色票がプ ロ ッ トされた色名領域に

　　　お い て ， 境界に最も近い で あろ う色票 をそれ

　　　ぞれ の 色名にお い て い くつ か選 び出す．

4 ．おわ りに

　各色名の 領域 を定 め る こ とに よ り，カ テ ゴ リカ ル

カ ラ
ーとエ レ メ ン タ ル 色知 覚の 関係性 を見出す こ と

が出来た．これ に より，エ レ メ ン タ ル 色知 覚に よる

色 要素値か ら ， カテ ゴ リカ ル カ ラ
ーを求め る こ とが

可能で ある と言え る．

［＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝］ 5
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